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付記参考文献本論「第一章」書法編・ 「争座位文稿の研究」 （一）―争座位文稿の筆意から顔真卿の実像に迫る―のつづき「四」 、争座位文稿の「僕射」二文字の研究　「僕射」二文字・同一文字比較検証　顔真卿争座位文稿中、 「僕射」の二文字については、全部で十九箇所確認できる。王羲之蘭亭叙の、 「之」の文字二十箇所
での多様な変化なではないが、争座位文稿中、十九箇所での「僕射」 二文字について比較検証を行う。挿図・
3、顔真卿争座位文稿「僕射」二文字比較表（
1）を検証していく。
①

3―
Aを見る。本文第三行目、第二・三文字目にあたるが、行の上部ということもあり、大きく構えている。第一文字目
の「右」字の太くて逞しい調子を受け 「僕」字の第一画目は途中抑揚もありながらも軽めに運び、旁部分中ほどから徐々に筆圧もかかり強く運んできている。それを受け「射」字の第一画目は軽めに運び、第二画目からはより重厚に運んでいる。 「僕」字の方正な結体を受け、 「射」字は縦長の結体をとり結体の上でも受け応えの関係ができている。
②

6―
Bを見る。第六行目、第七・八 字目にあたるが、前文字の「今」字の強く深い運びを受け一呼吸おいてから、 「僕」
字第一画目は軽く入り、徐々に粘り強く深々と運んでいる。 「僕 字で右上がりが強くなった分、 「射」字 それを受け
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旁を随分と下げ「僕射」二文字をもって力のバランスをとっていることが確認できる。
③

19―
Cを見る。第十九行目、第十三・十四文字目にあたる。前字「香」字の軽やかでゆらゆらと大きな動きを受け、 「僕」
字は抑え気味に運んでいる。第一・二画目で左側に大きく働いた力を「射」字を中心より右側に書くことにより戻していることが確認できる。
④

20―
Dを見る。第二十行目、 一・十二文字目にあたる。少し粘りぎみに運んでいることが確認できる。前字「及」字
の最終画で右下方向に強い力が働いた為、 「僕」 の第一画目では左下方向に大きく力を働かせている。それを受け「射」字の最終画の点を打ってから息長く右 方向に力を働かせていることが確認できる。
⑤

24―
Eを見る。第二十四行目、第三・四文字目にあたる。 「僕」字の第一画目で大きく筆を開き運んでいっている。旁部
分で右上部に力が働き、それを受け「射」字では旁を偏に比べて大きく右下に落としてい ことが確認できる。
⑥

27―
Fを見る。第二十七行目、行末の 十 十四文字目にあたる。 「僕射」二文字を通し、筆圧の変化は余りなく同じ
調子で運ん いる。ずっしりとした重みを見せている。
⑦

30・ （
2）―
Fを見る。第三十行目と三十一行目の間に後から書き足した個所の三十三・三十四文字目にあたる。ここで
は行末ということもあってスペースがなくなり「僕」字を書いた後「射」字 右横に書 ている。行間への書き込みということもあり、各文字 かなり小さく圧縮したかのよう 書かれている。 「僕」字の人偏は横への力の働きが大きい。旁部分は潰れてはっきり見えない。 「射」字は小さいな らも軽く運ん ることが確認できる。面白い
⑧

43―
Gを見る。第四十五行目、第十四・十五文字目にあたる。 「僕」字の人偏部分は大きく筆を開き、旁部分ではかなり
上下の動きが出てき いる。二 の字間は詰め、 「射」字も粘り強く運んで
⑨

45―
Hを見る。第四十七行目、第五・六文字目にあたる。この場面では、 「僕射」の二文字を連綿させていることが確認
できる。前字 「願」字から一呼吸おいて、 「僕」 第一 目 はひとつ働きがあり第二画目は直で。その後じ くり
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と粘るように運び、最終筆で開いた筆をパッと閉じながら連綿させ、 「射」字の第一画目に入っている。 「射」字では連綿からの筆を徐々 開いていき、偏部分の後半から直線的 運びへと変化していっている。
⑩

46―
Iを見る。第四十八行目、第三・四文字目にあたる。前字の「願」字から一呼吸おいて、 「僕」字に入っている。偏
と旁の空間を十分にとりじっくりとした運びである。旁部分の簡略方法は、顔真卿独自のもの。 「僕」字からは一呼吸おいて「射」字に入っている。 「射」字の偏部分は、 「僕」字旁部分でのゆったりと た運びを受け、コンパクトに纏めている。それを受け旁では、広 構えをとっ ることが確認できる。
⑪

47―
Jを見る。第四十九行目、第五・六文字 にあたる。前 の「裴」字から「僕射」へと三文字が連綿し いること
が確認できる。ここでも三文字通し、かなり簡略した結体をとっている。 「裴」字の最終画収筆で閉じた筆で連綿させ、「僕」 字の第一画目起筆で一呼吸へて徐々に筆を開いていっている。人偏の第二画目収筆で右上方向に大きく釣り上げた後、旁は左右に大きく動き、旁最終画で開いた そのまま連綿させ 「射」字の第一画目へと入っている。続い きた筆を偏の縦への動きの後一旦切っ 、旁への釣り上げへと運んでいる。
⑫

48―
Kを見る。第五十行目、第一・二文字目の行頭にあたる。 「僕射」二文字を通し直線的な行書で書かれている。
⑬

51―
Lを見る。第五十三行目、第七・八文字目にあたる。 「僕」字は、右上方向にかなり強く力が働いている。 「射」 は、
上下の動きがはっきりと現れて ている。
挿図・
3、顔真卿争座位文稿「僕射」二文字比較表（
2）を検証していく。
⑭

51―
Mを見る。第五十三行目、第 六・十七文字目の行末にあたる。前字の「與」字の最終画収筆部分で開いた筆をそ
まま「僕」字の第一画目に連綿させ徐々 筆を閉じてきている。人偏での大きな動きを受け旁は抑え気味に運び、それを受け「射」字では偏を大きく構え、旁を小さく構え 三文字を持って力のバランス とっている。
⑮

52―
Nを見る。第五十四行目、第 五文字目から第五 五行目、第一 にあた 行を跨でいる箇所。 「僕」字は粗
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平行にどっしりと構えている。最終画では大きく筆を開いている。 「射」字は第一画目、大きな動きで右から左へと運んでいる。偏での動きを受け、旁も左から右へと な動きをもって呼応している。
⑯

54―
O を見る。第五十六行目、第七・八文字目にあたる。 「僕」字は、ここでも左右への動きは激しい。上下の動きもは
っきりさせながら、うねるように運んでいる。それを受け「射」字では全体を通 直線的な運びをしている。
⑰

56―
Pを見る。第五十八行目、第七・八文字目にあたる。前字「事」字の孤を描くかのような大きな縦の動きを受け、
「僕」字は第一画目から大きく掬うような動きをしている。第二画目の直で受けた後、旁は偏との空間を大きく取りながらも左右へと力を張ら ている。激しい動きは最終画の小さな点で抑え、 「射」字は方正に構えている。
⑱

57―
Qを見る。第五十九行目、行頭の第一・二文字目にあたる。 「僕射」二文字を通し正面切った構えをとっている。丸
みを帯びた豊かな筆運びが確認 き 「僕」字の旁下部の筆の開きには圧巻される。
⑲

64―
Rを見る。第六十六行目、第五・六文字目の最終行にあたる。 「僕」字の各線に抑揚が出てきている。じっくりと粘
るように悠々と運んでいる。 「僕」字から間をとって「射」字。直線的ではあるが息が長 ゆったりとした運びが確認できる。
　
以上、争座位文稿中十九箇所 の「僕射」二文 の検証 進め きた。 「僕射」については、文稿を書いてく中で様々
な位置に配置されていることが確認できた。行頭にあるもの。行の途中にあるもの。行末にあるもの。行を跨ぐものなど、十九箇所それぞれで、表情が変わってきていることが確認できる 同じ「僕射」二文字でありながら、こんなにも表情が異なってくるのはなぜか。それは、それぞれの場面で運ぶリズムが変ってくるからと考える。運びの速さの変化や力の深浅の変化。息遣いや筆の紙にあたる角度の 化など、様々な要素を考えなければならない。
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「五」 、 「顔真卿・争座位文稿」の数文字の同字比較検証　
顏真卿争座位文稿の一文字ひと文字の中にも力の関係が成り立っているが、これが二文字・三文字、更には行全体となっ
てきて初めて意味合いが出てきている。数文字の同字比較検証を行い、争座位文稿に於ける呼応を考察していく。挿図・
4「顏真卿・争座位文稿」 （
1）本文第六行目の第一文字目から第五文字目と第七行目第二文字目から第五文字目の
「人臣之極地」を比較検証する。第六行目第一文字目の「人」の文字を見る。　
行頭ということもあってか、大きな運び。第一画目は、送筆部分途中でひとつ働きが確認できる。左下方向に運んできた
筆を途中で外側に膨らむ様な運び。第二画目は、第一画目とは離し風通し良く広く構えて る。起筆は軽く入り孤を描くように徐々に筆を開きなが ゆったりと運び、終筆部分は開いた筆を右下方向に閉じながら抜いていっている。第六行目第二文字目の「臣」の を見る　
第一画目の縦画は、左下方向に傾けて運んでいる。第二画目は、閉じていた を一気に開き折り返している。第三画目は
向勢に運び、第四画目は直線で運んでいる。第五画目は 弧を描くように閉じていた筆を大き 開いた後、しっかりと閉じ、最終画は第一画目から離し線を引いている。第六行目第三・四文字目の「之極」の二文字を見　
この二文字は、連綿しているようだ。 「之」字の第一画目の点は、呼吸長めに引いている。それ 受け、第二画目の動き
は小さめである。息長く連綿させ「極」時の第一画目の横画は、その動きを一旦止め かのように閉じていた筆を短 開き上部に持ち上げている。第二画目の縦画は、筆 閉じたままさらりと真直ぐに下ろしている。第三画目は左下方向に強く当ってから折り返し、開 た筆を閉じながら旁に繭が糸をはくが如く んでいる。旁部分 第一画目は偏から続く線を受け、一旦強く当たってから折り返し、脈々と切れることなく呼吸は続く。最終画は、筆を十分に開き運んでいる。
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挿図・
4「顏真卿・争座位文稿」 （
1）本文第七行目の第二から五文字目の「人臣之極地」を見る。
第七行目第二文字目の「人」の文字を見る。　
第一画目は、起筆四十五度で入った後、掬うように呼吸長く運んでいっている。収筆に向け更に筆は開いていっている。
外側を大きく回り、第二画 は第一画目にしっかりとくっつけゆったりと運び、送筆の途中で働きが確認できる。その後、右下方向に運び止めた後、左横方向に跳ね出している。 「人」一文字を見ると、かなり強く左側に力 働いてい第七行目第三文字目の「臣」の を見る。　
前字の「人」字での左側への強い働きを受け、 「臣」字の第一画目の縦画は、少し右下方向へ傾いている。その後は直線
的な運びをしている。第七行目―
2の「之」の文字を見る。
　
これは「極地」を書いた後の書き加えと考えられる。第一画目の点は 側筆四十五度で入った後、左下方向に開いた筆を
閉じていっている。第二画目は、右横方向に軽く引いた後、返し右下方向に力を抜いていっている。第七行目第四文字目の「極」の文字を見る。　
最終画の筆の開き以外は、閉じぎみに運ん いるこ が確認できる。木偏は直線的な運びで、旁は曲線的な運びと直曲の
対照的な運びが確認できる。第七行目第五文字目の「地」の文字を見る。　
前字「極」字の広がりを受け、土偏 小さく受け旁の最終画を息長く大きくゆったりと運ぶことにより、旁 内部に大き
な空間をつくり広がりをみせている。内部 空間と長い呼吸により外側への力もより働いている。挿図・
4「顏真卿・争座位文稿」 （２）本文第十三行目の第三文字目から第十二文字目と第十三行目第十三文字目から第
十四行目第七文字目の「爾唯○○天下莫與汝爭功」を比較検証する。
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第十三行目第三文字目の「爾」の文字を見る。　
第一画目は、右上上部の空間を包み込むようにゆったりと運んでいる。第二画目の縦画は、それを受け少々左に傾け気味
に運び、 三画目の点は第二画目から息長く遠く左下部に構え、第四画目はそれを受け長めの点を打っている。第十三行目第四文字 「唯」の文字を見る。　
口偏は点二つで省略している。第一画目を上に第二画目をその右下に打っている。口偏と隹の間を大きく離していること
が確認できる。第三画目は、上部で一度引っかけた後、大き 孤を描くように湾曲し下部へ下ろしてきている。横四画はそれぞれの傾きが面白い。第十三行目第七文字目の「天」の を見る。　
第一画目は、閉じていた筆を横方向に短く開き、 二 は起筆蔵鋒ぎみに入り、送筆では開いていた筆を閉じ収筆は
四十五度で止めている。第三画目は、 一画目とは接せず大きく距離をとり軽やかに左下方向 払っている。大きく外を回った後、第四画目は第三画目とは離し閉じていた筆 一気に開き、払わずにしっかりと止め左 に筆を閉じていっている。第十三行目第八文字 の「下」の を見る　
第一画目の横画は、不明瞭ではあるが微かに確認 きる。第二画目の縦 は真っ直ぐ軽め 引き 第三画目の点は、強く
筆を開き打っている。第十三行目第九文字目の「莫」の文字を見　
第一画目の横画目は、大きく回って左下から掬い上げるように運びそのまま右横方向に徐々に筆を開いていっている。右
下方向に力は抜け、大きく回り左の遠い個所から第二画目がはい 。左横から入った筆は仰ぐように曲が スッ 縦に降り、第三画目は第二画目からを受け の仰ぐ動きを経て左 方向に開いた筆を閉じていっている。第三画目から第四画目は命毛で繋がっており、閉じていた筆が開いていって る。第五・六・七画目まで向勢に構え、 七画目は左に大きく突き出して
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いる。第八画目は掬うように大きく跳ね上げ、第九画目は弧を描くように丸く運んでいき止まってから左方向に開いた筆を閉じていっている。第十三行目第十文字目の「與」の文字を見る。　
第一画目は、閉じていた筆を短く開いている。第二画目は、真っ直ぐ下ろしてからゆっくりと大きく回してきている。
第十三行目第十一文字目の「汝」の文字を見る。　
第一画目は、強く開いた筆をそのままの力で送筆し、抜いていっている。偏と旁の空間をたっぷりと って、旁は偏に対
して低く構えている。第十三行目第十二文字 の「爭」の文字を見る。　
第一画目は、起筆で開いた筆を左下方向に俯すように閉じていっている。第二画目は、閉じていた筆 横に運び当た
開いた筆をそのまま左下方向に抜いている。第三画 は、大きく仰ぐように運び、右肩で当たってから返す感じで左下方向に筆を閉じていっている。 四画目は大きく引っ掛けるように運び、第五画目を右上方向に運びしめ いっている。最終画は、伸びのびとゆったり息長 運んで第十三行目第十四文字目の「爾」の文字を見　
第一画目は、縦に長く運び、強く当たってから右上方向に側 のまま運んでいる。第二画目は、静かに下ろし開い
筆を小さく閉じている。第三画 は、遠く打ちこみゆったりと最終画へと向かう。最終画の点もゆったりと息長く打ち、開いた 左方向に静か 閉じていっている。第十三行目第十五文字目の「唯」の を見　
口偏は、息長くダラダラと続け書きし、偏から旁までの空間を大きくゆったりととっている。旁は、偏の息長い呼吸を受
け第一画目はしっかりと返さず、緩やかに左下方向へ傾きゆったりと運んでいる。横四画に長さの変化はあるが、傾きに余
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り変化はない。第十四行目第一文字目の「天」の文字を見る。　
第一画目は、側筆四十五度のまま筆を余り開かず軽く長めに線を引いている。第二画目は、第一画目より左に突き出し更
に長めに引いている。第三画 は、第一画目とは少し離し下部方向に下ろしてきた後、左下方向に大きく抜き放っている。左払いの緩やかな湾曲を受け、第四画目は直線的な運びをとっている。右には払わず、一旦筆を開き止めてから左下方向に跳ね出している。第十四行目第二文字目の「下」の文字を見る。　
第一画目の横画は、大きく長く右上方向に運んでいる。その力の働きを返すよう 第二画目は、長く下方向に引いている。
第三画目の点は、閉じ た筆が徐々に開き左横方向に開いた筆を閉じていっている。第十四行目第三文字目の「莫」の文字を見る。　
第一画目の横画目は、長く大きく引いている。第二画目をその真中に、一気に筆を開き右上方向に跳ね上げている。第三
画目は、 二画目から 動きを返すか ように、粘っこく 下 運んでいる。命毛は繋がってきており第四画目は、第二画目の下に引いている。 五・六・七画目とゆったりと運んだ後、第八画目は、さらに大きく強く左に突き出している。そのまま続けて左に大きく引っ張り、払わずに左下部で当た てその反動で右に大きく返し、右にも払わず当たって筆が開ききった所で左下方向 筆を閉じていっている。第十四行目第四文字 の「與」の文字を見る。　
第一画目の点は、軽く打っている。第二 少し右下方向にかたむきつつ直線で下ろした後 大きくゆったりと回し
収筆は左下方向に真っ直ぐ下ろしてからゆっくりと大 く回してきている。最後の点まで息長く続け書きしているが、点となる部分を直で引 曲と直の変化をとって る。
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第十四行目第五文字目の「汝」の文字を見る。　
第一画目は、閉じていた筆を段々と開きながら直線的に運び、下部で当たってから右上方向に開いた筆を閉じていってい
る。旁は偏に対して高く構えている。第十四行目第六文字目の「爭」の文字を見る。　
第一画目の起筆は、露鋒で真下方向に入り、一旦当たってから上下の動きを使ってじっくりと運んでいる。それまでの曲
線的な運びから横二画は直線的な運びで呼応し、最終画は大きくダイナミックに左下方向に払っている。線が割れているのは、運筆時の側筆による筆の割れと考える。　
以上、数文字の同字比較検証を行ってきた。同字でも前後では、筆の開閉や力の深浅など随分変化していることが確認で
きた。その根本を すもの 、一貫した顔真卿の呼吸があると考える。また、同じ文字においても一文字の中での力の関係が多様に変化しているが、二文字 三文字・・・更には一行全体 して 呼応があ ことも確認できた。そして行と行と織り合い、それが争座位全体 中での呼応と関係が成り立っていると考え「第二章」　　
日本近世・近代大家臨書考証
　
日本近世・近代大家の臨書
日本近世・近代大家（貫名菘翁・日下部鳴鶴・比田井天来）の臨書検証。　
現在、書塾や書道教育機関などでは古典臨書の定着が確立しているが、何をどの様に学ぶのか。また何を範とするのか。
多様化してきており、一定ではないのが現状である。何をどの様に学び、 とは何であるのか。この大問題を書の大家と伝わるそれぞれの臨書から考えていきた 。対象は、幕末の三筆の一人・貫名菘翁、明治の三大家の一人・日下部鳴鶴、初代
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芸術院会員・比田井天来。この三者の顔真卿争座位文稿の臨書から考察する。近世・近代の日本では、顔真卿争座位文稿がどのように受けとめられているのか 大家の臨書から検証する。　
貫名菘翁・安永七年（一七七八）〜文久三年（一八六三）江戸時代後期の儒学者、文人、書画両道の大家。字は君茂・子
善。号は、海仙・林屋・海屋・海屋生・海叟・摘菘翁・菘翁など複数確認できる。市河米庵、巻菱湖と共に幕末の三筆と称せられる。阿波徳島の出身。徳島藩士小笠原流吉井直好の二男。儒学は木村蘭皐・高橋赤水に学ぶ。貫名は壮年に既に米芾を学んでい 十七歳時、高野山に入り学問に励む。これ 、空海の書に惚れ込み啓蒙していくきっかけ なっていく。二十二歳時、経学・史学を中井竹山に学ぶ。三十三歳時頃、朱子学を柱とした須静堂を京都に開く。貫名は頼山陽との交流も強く、漢詩の素養も深い。当時流行した多くの絶句集 掲載されている。こ 時代、嗜みのひとつと考えられていたも、御家流と唐様という流行があった。そんな中、貫名は原本主義の古典臨書に邁進する。法帖は、より良 ものを追求し、二王の正しい書法の把握にも努めた 貫名は 王羲之十七帖の拓 を四十種類以上所蔵 ていた。そ 鑑識眼の高さは、現在三井聽氷閣収蔵の「三井聽氷閣本十七帖」が翁 旧蔵であったことが実証している。原拓などの蒐集につとめ、晋唐時代の諸法帖を修め 精妙を尽くした数多くの臨書が現在にも伝わる　
明治の三大家のひとり日下部鳴鶴の当時の講演や雅談を纏めた「鳴鶴先生叢話」井原雲涯編・興文社発行（大正十四年）
の中に、 「貫名菘翁 名言」という記述が確認できるので以下に示す。　「書者心晝也との眞理を善く呑み込む事は、書道研究の上から見ると、恰も長江の源泉を突きとめたと云う事になる、さあ源泉は探し得たが、之から何處の方面に向て流れ出していゝか、即ち何を目標に研究 歩を進めたら宣 かと云ふ問題に逢着する、此問題 は、吾輩も若い頃随分悩まされたものだ、初めのうち 雲烟糢糊の間を、盲滅法に突進したものだ、其の後斯界近代の第一人者と仰がれる、貫名先生が常に門下に語られたと云ふ、名説 人傅 聽くに及んで、是ある哉と、犬に悟る所があつた 其 説と云ふのは大略恁うなのだ、書を研究するには、結局原碑 就いてするか 集帖に就い 學ぶ
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か云ふ事になる、それは人に依っては一得一失の議論もあらうが、先生は概して集帖を好まず、専ら力を原碑に注がれた其の理由は、集帖の最も缺點とする所は、長い歳月の間幾囘となく、複刻重版を經來つた爲め、筆者其の人の精神氣魄筆意形體の美は、殆んど失はれてゐるから、到底信を措く事は出來ぬ、其處へ行くと原碑の方は、千百年を經て、假令風雨の爲に多少の缺損磨滅の厄を免れなかつた は云へ、古人の眞蹟を其の儘石に刻し、僅かに肉筆と紙一重 隔てた許りであるから、形體の美、氣魄の妙、何等疑念を挟む所なく 確信を以て研究 歩を進める事が出來ると云ふのだ 之は文明のお蔭を蒙つた今日から見れば、何でもない平凡 意見のやうであるが、書學研究 資料に乏しかつた當時にあつ は、寔に眼一世を空うする卓見と云はね ならぬ吾輩も此 一言に非常に啓發された、先生 更に百尺竿頭に一歩を進めて、原碑も集帖に比較してこそ賞賛に價するが、一度眞蹟と對せしむる時は敷等下に落ちざるを得ない、眞蹟を大海中の生魚とすれば 原碑は猶店頭に商はれ 干物の如きも だ、干物も元々魚類には相違ないが、生魚のやうな潑刺たる生命がない、故 若し眞蹟にして其の筆者が、原碑の筆者と優に互格の地位 爭ふに足るものなら、須らく原碑を捨て眞蹟 就いて研究せよ 誨へてゐる、然し原碑を凌駕 底 眞蹟 今日と雖 極めて得難い、殊に先生の時代にあつて 、殆ど達し得られぬ望みでた、そこで更に語 次いで曰く、 が見出し難き以上、原碑の干物に生命の息を吹き込んで、自ら活か て學ぶことが必要である、日本に於ても古来 空海 逸勢の如きは見親しく唐に入って 古法の直統 傳へ ゐる 又光明皇后の御書 及當時の時の古寫經など も、往々正統の古法を窺ふことが きる 恁かる眞蹟を熟覽玩味し加ふ に原碑と照應融化 學べば、學者必ず誤 と尠なく益を得ることが多いであらう、と云ふのが先生の斷案である 吾輩は不幸にし 先生の生前一囘も相逢ふ 機曾がなかつたが、先生歿後其 門下の越智仙心 云ふ醫者から、其の話と云ふ 聞いて、心底か 先の名説に服した、そこで直ちに其の方法で研究に着手したが自分の口から言 は可笑しいほど長足 進境を見た、吾輩の境ある、蓋し貫名先生 一言に負ふ所が多い 其のあと矢張先生 門下に當る、松田雪柯と交はる 及んで、雪柯からも先生の意見として、之れと同じやうな話を聞いたことがあ 。 」
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という貫名菘翁の名言に関する記述が確認できる。松田雪柯からも同じことを聞いたことがあるとしながらも、貫名が常に門下に語っていたという、 「学書法で原碑と集帖とでは、原碑に力を注いでおり、更に眞蹟の研究をせよという。眞蹟が見出し難き以上、原碑の干物に生命の息を吹き込んで、自ら活かして學ぶことが必要である。 」と江戸時代に既に古法帖類の鑑定に長じていた ユーモアな一面も垣間見ることが きる。挿図・
5「貫名菘翁臨争座位文稿」の写真版は、古書から掲載した。奥付もなく装丁から考えるに、当時の雑誌からの切抜
きをまとめたものと考えられる。日本書道史上、平安時代の空海以後の第一人者と評価される貫名菘翁。晋唐風と称される貫名の書法は、初唐 三大家をはじめ争座位文稿 どの顔真卿 作品研究 影響も大きい。当時流行していた明清 の唐様とは違い、筆力の強さを学ぶこ ができる。　
日下部鳴鶴・天保九年（一八三八）八月十八日〜大正十一年（一九二二）一月二七日は明治時代の書家。本名は東作。字
は子暘。別号に東嶼、翠雨 野鶴、老鶴、鶴叟などがある。巌谷 六・中林悟竹と共に明治の三大家 定説化されてきいる。中国六朝時代の書法の影響を多大に受けており、江戸期までの和様書法から唐様書法へと、日本の書法にルネッサンスを興した。更に、数多くの弟子を育成。現在でも彼の流派を受け継ぐ書道家は極めて多い。鳴鶴 流派は鶴門 呼ばれ、その門下生は三千人を えたと伝わる。また揮毫し 碑は千基とも言われる。現在でも石碑の数 鳴鶴を超える人物はいない。一八三八年、彦根藩士・田中惣右衛門 次男として生まれる。初名は八十八、のちに東作 改め 一八五九年、二十二歳時に同じ彦根藩士・日下部三郎右衛門の養子となる。しかし一八六〇年、藩主井伊直弼が桜田門外で暗殺されたため禄は大幅に減り生活 困窮した。その後、上京、書道研究に専念する。明治維新後 新政府に徴用され太政官に勤める。内閣大書記官と る しか 、当時の上司大久保利通が紀尾井坂の変で暗殺さ たことを機に退官。書道 更 専念する。特定の人物に師事してはいない しか 二十代時には、既に亡くなって た 書に傾倒しており、四十代時には、来日してい 楊守敬のもとで碑学、六朝書 篆隷の研究を行っている。そ 後は中国書法 研究 す め六朝 を基
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盤に独自の書風を確立し多くの弟子を育てることとなる。また中国に渡航し碑文研究を深めると同時に呉昌碩等の文人と交流している。その一方で碑文の揮毫や雑誌の刊行、等に努めた。一九二二年、八五歳でその生涯を閉じる。鶴門の四天王といわれる渡邉沙鴎・近藤雪竹・丹羽海鶴・比田井天来を代表として数多くの門人を輩出した。　「鳴鶴先生叢話」井原雲涯編・興文社発行（大正十四年）の中に、 「爭坐位帖と大唐中興頌」というに記述が確認できるので以下に示す。　「楊守敬の齎し來つた爭坐位は名帖であつたが、當時二百金で伏見宮へ納まつた、京都あたりで兎角の評をして文積堂の如きは、吾輩に向つて、あなたと一六先生の推奬で、宮家に納まつたろうが、そんなに善 はないではないか、如意山人の所蔵はまだまだよろし といふから、取寄せて見たらば 夫れは凡庸なもので話 らぬ、そこで一々説明して聞かしたら、はじめて會得したことがあ た ・・・（以下略） 」という坐位帖に関する記述 確認でき 。原拓や精刻の法帖の蒐集につとめた鳴鶴先生の鑑識の凄さが窺える。挿図・
6の「日下部鳴鶴臨争座位文稿」の写真版は、 「鳴鶴先生座位帖臨書」田中和市編輯發行兼印刷人・發行所寧楽書道
會（大正十五年九月十日）から掲載した。落款に「八一翁鳴
隺
臨」と確認できる。争座位文稿書き出しの「十一月
　
日から
出功冠一時」までの合計一〇四文字が掲載され る Ｂ
5版で一行に一から四文字の配列がなされている。日下部鳴鶴先
生の臨書は、純羊毫長鋒筆による廻腕法（筆管に指五本を け 円く腕を懸げ、直筆で腕ごと大きく運ぶ方）で書かれている。楊守敬の来日により鳴鶴の書は一転 て、純羊毫長鋒筆 よる廻腕法に徹することとなる。歯切れよく暢びやかで、尚且つじっくりと線 引かれ浮ついた箇所などなく 奥行きの深 線で引かれている。筆運は、ひとつの誤魔化しもなく流れを主として、丁寧に運んでいる。学書 深さや鳴鶴の厳然たる執筆態度 学ぶところは大きい。　
比田井天来・明治五年（一八七二）一月二十三日〜昭和十四年（一九三九）一月四日、長野県出身。本名・鴻。その活動
は近代日本の書道界において新境地であったとされ、 「現代書道の父」と称される。明治五年（一八七二）長野県北佐久郡
「争座位文稿の研究」 （二）
六六
協和村片倉で誕生。幼名は常太郎。明治二十年（一八八七）協和小学校卒。明治二十五年（一八九二）有隣義塾助教。明治三十年（一八九七）前山村貞祥寺にて住職から上京修行を薦められ、その後上京。小石川哲学館入学。日下部鳴鶴に師事。明治三十一年（一八九八）二松學舎に転学。渡辺沙鴎、久志本梅荘、若林快雪などと親交。明治三三年（一九〇〇）鴻と改名 雅号天来、別号画沙・大朴。明治三四（一九〇一）田中元子（小琴）と結婚 東京陸軍幼 校教授 明治三六年（一九〇三）陸軍助教。以降明治四五年まで。大正二年（一九一三）出雲にて書会開催。この時期から剛毛短鋒筆による用筆法研究始まる 大正 九 四 松田南溟との共同研究。大正四年（一九一五 東京高等師範学校習字科講師。大正五年（一九一六）内閣教育検定委員会臨時委員。鎌倉建長寺内正統庵にて古典研究に専念。大正六年（一九一七）母 協和小学校火災のため屏風百双会を開き売り上げの一部を寄付。日下部鳴鶴より、雑誌「書勢」 （大同書会）の経営を引き継ぐ。大正八年（一九 ）東京高等師範学校辞任。大正十年（一九二一） 「学書筌蹄・全二〇巻）刊行。大正十五年（ 九二六）二月、台湾遊歴。 月、朝鮮遊歴 昭和五 三〇 東京渋谷区代々木南山谷に書学院建設。 「書道全集」 （平凡社）執筆。 「天来習作帖」 （雄山閣 発行。 「朝鮮書道菁華」刊行。昭和六年（一九三一） 「書道春秋 ・ 「実用書道」発刊。 「修正古法帖選」刊行。昭和七 三二 東京美術学校師範科習字科講師 鎌倉書学院建設。昭和九年（一九三四）羊毛筆使用による用筆法研究。昭和十年 一九三五）台湾遊歴。昭和十 年（一九三六）出雲遊歴。十 月大連遊歴 昭和十二年（一九三七）大日本書道院創立 帝国芸術院会員。第一回大日本書道院展開催。昭和十三年（一九三八）戊寅帖作品揮毫万国博覧会顧問。 「天来翁書話」刊行・ 「天来先生戊寅帖」刊行。昭和十四年（一九三九）一月四日没。法号書学院殿大誉万象居士。数多くの門人を輩出している。　
比田井天来の、 「学書筌蹄第十六巻」雄山閣発行・大正十年（一九二一）の中に、顔眞卿争座位帖の記述が確認できるの
で以下に示す。　「この書は顔真卿が郭僕射に興えて、爭座位を争いし文の草橋にして、顔氏書中にありて尤も著名なるものなり。眞卿の
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書橋、石本の今に存するもの三種あり。爭座位帖・祭姪文・祭伯文これなり。 ・・・ （中略）争座位帖もまた刻本數種ありと稱す。吾人の目に触れしものは、現今各所において寫眞石版等にて印刷せる原本の他に、戲鴻堂本・玉煙堂本、および光元章の臨本のみ、わが鄕國佐久間象山の書は、爭座位帖を専攻して、能くその形態を得たり。その爭座位帖跋文 能く委曲を盡せ 。茲に譯出して聊か参考に供す。この帖書法の奇特なるは論ずるまでもなく、刻法または自ずから精絶にして、他 法書の木に刻して模稜なるものに似ず。 （模稜はもと依違としをいう。 ）少 し満すとも、筆意繹ぬべし。書家の寶筏これを舍て何 か取らんや。但だ商 一時 多く齎らせしを以て、邦人これを珍とすれことを知らず。笑うべきのみ。 「金石萃編」を按ずるに、爭座位帖は宋より以來、
摹
刻せしもの七種あり。安氏刻本・呉中服再
摹
本・
米襄陽（米芾）臨本・北京 戲鴻 ・嘉善魏氏本・關中 これ り。然れども余 見る所を以てするに、なお玉煙堂本あり。この眞蹟は宋の時に京兆 安師 が家蔵たり。嘗て刻し以て世に傳う。呉中復、永興に守たり。謂えらく安氏の石本未だ筆法を盡さず。因て再びこれをモ勒す。今清國西安府の碑林にあるもの、世 こ を關中刻という。 帖 りその誰氏に出でしを詳かにせず。あるいは日く の石は即ち 刻せ と ろ と。然れども京兆 永興 は皆中の地名なれば、これ果して安氏の原石か、抑永興にて重
摹
せしものか、得て究むべからず。惟だ筆法至妙のところは、數々
摹
刻
を經たるも の、能く存すべきところにあらず。則ちその安・呉二石の外に出でざる とは 斷じて知るべきのみ。世の論書家、あるいは米襄陽「書史」 爭座位帖内の小字は行間において添注し、また行下の空紙邊において
摹
寫す。刻本
と同じからず。石刻は粗ゞ梗
摡
を存するのみの語あるを以て、この刻の行列もまたその眞に非ずという。これ恐らくは未だ
深く考えざるのみ 米氏 云う所の行下空紙邊 おいて横寫するものは、蓋し第三十一行の「射哉」 二字を指すなり。今この刻の小字は皆行間に添注すれども、 「射哉」の二字は果して爾かく
摹
寫せり。則ちその眞蹟に依循せしこと、疑いを容
るべきもの無し。而して襄陽の石刻に付せしところのものは、別に自ず ら本あり。また推すべきなり。因て謂えらく 字を書するには、字には字法あり、行に 行法あり。惟だに左右相顧み上下相映帶する みならず。行顚 畫と 低 筆とは
「争座位文稿の研究」 （二）
六八
尤も意思の在にところなり。故に古蹟の位置行列は、分毫を移易すべからず。若しこれを犯すときは、則ち道を亂すとなす。董玄宰の書を以て家に名あるが如きすら、甞てこの帖を刻せしときに、また行列を中断し、上下を顚倒し 大いにその歓を敗る。極めて怪しむべし なす。襄陽の書史に云える、粗々梗概を在すとは恐らくはこの類を謂うのみ。己末の晩夏、象山平子明、聚遠樓に す。公のこの稿を屬するや、草々意を經ずして變幻百出、光景窮りなし。公の書におけるは、眞に わゆる、動容周旋禮に中る、盛德 至れるものか。子明また書す。孫鑛の「書畫跋跋」に、この帖を論じて曰く、帖首十餘行は、尚屈強にして、未だ舒びざるを覺ゆ。 「僕射指」以下に至り、乃ち始めて活潑飛動す。 「皆有等威」に至り 復又さら渾化妙に入り 結末數行は、筆己に倦み意既に懈り、餘興淋漓とし 、さらに屋漏雨蹟を出 と （書論にいう屋漏痕のこと）余謂う 、この論未だ必ずし 確然たらざれども、人として法書を看 に、須らく是れ正看 背看、上看、下看 左看右看すべし。久々看て幾片段となし 起伏頓挫自 の心手と相肯する時は、方にこれ 得ん。ただ渾淪を物事に得るも、如何ぞ事を濟さんや。秋雨連日、樓居殊に寂たり。太極研を洗い、方干魯墨を磨 てこれ 書 。魯公の書は、端人烈士の如く、その荘肅嚴毅になること、人始め見てこれを畏る。然れども愈々久しうし 愈々重んずべし。古人謂うて書を心畫と爲す。虚語にあらず。然ならば則ち吾 の書を學版と欲す には、また豈去趨するところを知らざるべけんや。象山學人。 」という記述が確認できる。　
比田井天来は、古典の対象を唐時代中期の顔真卿以前のものとする柱を、自ら編集刊行した「学書筌蹄・全二〇巻」大正
十年（一九二一）〜大正十二年（一九二三）完結（原本は、天来記念館収蔵）の臨書群で示してい 争座位文稿の臨書も数種伝わる。挿図・
7「比田井天来臨争座位文稿」の写真版は、大森書学院の高橋蒼石氏所蔵の作品を掲載させていただいた。上段右の
作品のサイズは、半切二分の一で三行に書かれている。本画宣でもかなり良質の の 使用している。氏によ と これは
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明治三十一、 二年頃に台湾で書かれたものとご教示いただいた。天来二十七歳前後である。この時期は、天来が鳴鶴入門後間もなくの頃で 純羊毫長鋒筆による廻腕法で書かれて るのがよく分かる。天来の廻腕法時代を知る上でも貴重な作品である。同時期 この手のものは、争座位文稿以外にも日中の古典を合わせて五十種類あり、天来が猛勉強していた古典のひとつに争座位文稿がある意味は大きい。　
上段左と下段の写真版は、 昭和五年（一九三〇）発行の「天来習作帖」 （雄山閣）の別本である。同本の臨書所感で天来は、
「近年老人の仲間に入つて、自分の一家法が出來かけて來た爲か、臨書が若い時ほどよく似なくなつて・・・（中略） 。爭座位帖は、顔書中の傑作といはれて居 だけあつて 各體 の妙を兼ねて居る。王羲之の蘭亭を学んで俗書になる者はあつても、爭座位帖を學べば多少覇氣の出る虞れはあるけれども、決して俗書 はならな 。 （以下略） 」と述べてい 。　
争座位帖を学べば俗書にはならぬと、その重要性を説き実行している。数種もの天来臨争座位帖が確認出来るが、この習
作帖別本から争 の本質を捉えた、長い息づかいと深い線を学ぶことが出来る。　
次に、川谷尚亭の顔眞卿爭坐位帖に関する記述を確認する。
川谷尚亭・明治十九年（一八八六）〜昭和八年（一九 三） 。高知県出身。名は賢三郎。字大道。近藤雪竹に師事。雪竹門下の麒麟児と嘱目される。大正五年（一九一六） 、高坂高等女子学校教諭。大正七年（一九一八）上京、三菱造船会社に入社。在京中に日下部鳴鶴、丹羽海鶴、比田井天来ら 薫陶を受ける。大正十三 甲子書道会を設立。 「書之研究」創刊。以後没するまでの八年間、書の研究と普及に精力的に取り組む。「尚亭先生書話集」甲子書道会発行（昭和十四年）の書道講和の中で、 「右によせるもの、左によせるもの」という項目の中で、顔眞卿爭坐位帖を挙げての解説が確認できるので以下に示す「左に傾くもの一、有名な蘭亭序である。こ 二行を見ても左に傾かぬ字は殆どない。それであって少しも崩れていない
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二、これは歐陽訽の夢奠帖である。これも左に傾いた字が随分多い。三、は顔眞卿の建中帖でこれも四科以下の字は皆左に傾いて居り、首の字の如きは最も甚しい。四、は顔眞卿の爭坐位帖である。而の字の如きは甚しく て居る。　
この様に古来の名蹟が左に傾いた字が多いと云ふ事は何故であらう。思ふに字は右の手で書くのであるから、興に乗って
筆を運ぶ時は知らずに下部が右に開くやうになる であって、この左に倒れんとする様に右にせめて行く行き方に一種の面白味がある。けれどもよく注意して見ると、一行全體 釣合を取って居る事に注意すべきである。という記述が確認できる。　
古典に左に傾いた文字が多い事 分析として、蘭亭序・夢奠帖・建中帖・爭坐位帖を例に挙げ、一行全体 つり合いをと
っていることを指摘している。結論　「顔真卿争座位文稿」の一文字ひと文字の筆意考証を実践臨書を通じおこなってきた訳であるが、歪んだりうねったりとそのグチャグチャした感の中にも、綿々と続く筆意が通貫していることが確認できた。この争座位文稿は、正に顔真卿 生き方 ものであり、その心情が一文字ひと文字、行全体、更には全体を通貫した筆意が根底にあると考え 。平面と立体、この二つの動きをもって形となり書 なってくる 考える。それぞれの文字の中身の構造とその受け応えが重要で 上の動きだけでは形にならない（臨書になら い）こ が確かめられた。又、日本近世・近代大家の臨書を検証 、 「争座位文稿」という同一古典に対し、大家 別々の世界を学ぶことができた。残された臨書から、それぞれ 大家の極地に一歩でも近づきたい思いはするが、芸術の厳 さを嘆かざる 得ない。
「争座位文稿の研究」 （二）
七一
付記○、挿図・
3　
顔真卿・争座位文稿「僕射」二文字比較表（
1） ・ （
2）の写真版は、天来書院発行テキストシリーズ
39隋唐代の行書・草書「祭姪文稿・祭伯文稿・
争座位文稿
　
顔真卿」より掲載。
○、挿図・
4「顔真卿・争座位文稿」 （
1） ・ （
2）の写真版は、天来書院発行テキストシリーズ
39隋唐代の行書・草書「祭姪文稿・祭伯文稿・争座位文稿
　
顔真卿」
より掲載。○、挿図・
5　
貫名菘翁臨「 文稿」の写真版は、個人蔵。
○、挿図・
6　
日下部鳴鶴臨「 」の写真版は、 「鳴鶴先生座位帖臨書」發行所寧楽書道會より掲載。
○、挿図・
7　
比田井天来臨「顔真卿・争座位文稿」の写真版は、大森書学院・高橋蒼石氏所蔵の作品を掲載。
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